
令和６年度(n=492）

令和元年度(n=487）

36.2

42.7 

45.7

41.1

3.5

6.6

5.5

3.3

3.3

2.3

3.3

1.6

1.4

1.0

1.2

1.4

生産段階

（野菜・穀物の栽培段階、

家畜類の生育段階）
製造・加工段階

流

通

段

階

家庭での

消費段階

（食材の

取扱いや

調理の段

階を含む）

※1

飲食店での

消費段階

（食材の取

扱いや調理

の段階を含

む）※2

そ

の

他

販

売

段

階

わ

か

ら

な

い

都政モニターアンケート結果概要

１ 調査の概要

（1）アンケートテーマ
「食品の安全性について」

（2）アンケート目的
 食品の安全や信頼性の確保をより一層推進していく施策づくりの参考とするため、食品の安全性に関する都民の意見を聞くため

（3）アンケート期間
 令和6年7月9日（火曜日）から7月17日 （水曜日）まで

（4）回答者数
  492人（98.4％）

インターネット都政モニターアンケートとは、都内に居住する18歳以上の者からモニター500名を選定（応募者の中から、性別・年代・地

域の人口構成比率を考慮して選定）し、インターネットアンケートを実施、都政の重要課題等に関する意見や要望等を迅速に把握し、今後

の施策立案の参考とするために実施するアンケート調査

２ 結果概要

■ 食品の安全性に対する関心の有無
→「関心がある」は全数近く

■【食品の安全性確保のために重要と考える段階（令和元年度調査比較）】
→「製造・加工段階」が4割半ばで最も高い

産地や賞味期限などの偽装表示

食中毒（Ｏ１５７、アニサキス、ノロウイルス等）

食品添加物

食品中の放射性物質

その他

特にない※1

残留農薬

輸入食品

遺伝子組換え食品・ゲノム編集技術応用食品

いわゆる「健康食品」

鳥インフルエンザや豚コレラなどの家畜伝染病

アレルゲンとなる物質を含む食品
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■食品の安全性について不安に思うこと（令和元年度調査比較）

→「食中毒（O157、アニサキス、ノロウイルス等）」
が7割近くで最も高い

参考資料２



　　※1　前回は「食品のトレーサビリティ（製造や流通の履歴を記録し、問題発生時に速やかに追跡・回収などができる
　　　　  仕組み）を充実させていくこと」で集計
　　※2　前回は「行政の窓口が一元化できる法律や指導体制を整備すること」で集計
　　※3　前回は「法令違反への罰則を強化すること」で集計
　　※4　前回は「行政機関の監視・検査体制を充実させること」で集計

食品関係事業者（生産者、製造者、流通業者、
販売業者）が衛生管理を確実に実施すること

食品のトレーサビリティ（製造や流通の履歴を
記録し、問題発生時に速やかに追跡・回収など
ができる仕組み）を充実させること※1

消費者が食品に関する知識・理解を深めて、
選択力を向上させること

食品関連事業者に対し、行政機関が監視・
検査体制を充実させること※2

食品関係事業者に対し、法令違反への罰則を
強化すること※3

相談窓口や事業者指導を複数ではなく、
一か所で完結する体制を整備すること※4

その他

特にない・わからない
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都政モニターアンケート結果概要

■食品の安全性を高めるために有効な対策（令和元年度調査比較）

→「食品関係事業者(生産者、製造者、流通業者、販売業者)が衛生
管理を確実に実施すること」が6割を超えて最も高い

新聞

スーパー、小売店などの売場

ＳＮＳ（X（旧Twitter）、Facebook、Instagramなど）※1

家族・知人

消費者団体、生協、医療機関などのポスター・チラシ※2

行政機関のウェブサイト（東京都や区市町村など）※3

行政機関の広報紙・チラシ※4

書籍・雑誌

講習会や講座（行政機関、大学、研究所などの主催）※5

その他

特にない

ニュースサイト、キュレーションサイト等の
インターネットメディア

食品の容器・包装の表示

テレビ・ラジオ
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■食品の安全性に関することの情報源（令和元年度調査比較）

→「食品の容器・包装の表示」（62.6％）が6割を超えて最も高い

■食品表示がわかりにくいと感じることの有無（令和元年度調査比較）

令和６年度(n=492）

令和３年度(n=487）
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感じる※1

食品によっては

感じる※2 感じない※3

※1 前回は「よく感じる」で集計
 ※2 前回は「食品によっては感じることがある」で集計
※3 前回は「特に分かりにくいと感じることはない」で集計
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